
 

  

 

 

 

 

日本リメディアル教育学会，ニューズレターNo.69 をお届けいたし

ます。今回は， 

(1) 第 10回全国大会開催報告 

(2) 理事会開催報告 

(3) 総会開催報告 

(4) 2014(平成 26)年度予算書の修正 

(5) 第 4回中国・四国支部会支部大会(2014年度) 

についてお知らせいたします。 

第 10 回全国大会開催報告 

第 10 回全国大会は，「リメディアル教育から新たな学びへ」を大

会テーマとし，2014年 8月 20日～23日に東京電機大学東京千住

キャンパスで開催されました。 

会場に集った 357人の参加者が各会場に分れ，熱心な討論を交

わしました。また，賛助会員の企業出展は 24社におよびました。 

大会初日の 8月 20日には部会企画として，日本語部会と学習言

語部会のラウンドテーブル「大学までの教育と論理的思考力・日本

語力」，理数系部会のシンポジウム「リメディアル授業の実践と課題、

解決への手探り」，特別学修支援部会のラウンドテーブル「発達障

がいを有する学生への学習（修）支援」，英語部会のシンポジウム

「英語学習に対する学習者負担軽減のための方策」が開催されま

した。夕刻には賛助会員の皆様と理事・会員とでウェルカムパーテ

ィーが行われ，相互の交流が深まりました。 

 

基調講演の模様 

 

8 月 21 日には東京大学の市川伸一先生による基調講演「認知

理論を教育実践に生かす」が行われ，300人を超える聴衆が集まり

ました。昼休みを挟み，引き続き市川先生によるワークショップ「三

面騒議法による授業検討会の体験」が行われました。翌日の 22 日

と合わせ54件の一般発表と12件のポスター発表が行われました。

情報交換会には，多数の参加者が集いました。展示企業からも大

勢ご参加いただき，相互の懇親を深めることができました。 

 

情報交換会の模様 

最終日の 8 月 22 日には，聖学院大学学長の姜尚中先生による

記念講演「いま若者のために大学ができること」が行われ，多数の

聴衆に向け，大学教育の展望が語られました。また，大会の締めく

くりとして，記念シンポジウム「リメディアル教育から新たな学びへ」

では，ファウンダの小野 博先生（福岡大学），赤堀侃司先生（白鴎

大学），馬場眞知子先生（東京農工大学）にご講演いただき，パネ

ルディスカッションが行われました。 

  最後に，素晴らしい会場をご提供くださった東京電機大学様およ

び本大会の開催にご協力くださいました多くの方々に御礼申し上げ

ます。 

 

理事会開催報告 

8月 20日に理事会(第 17回理事会)が東京電機大学東京千住キ

ャンパス 2603教室にて開催されました。 

【審議・協議事項】 

1．会長・業務執行理事の業務報告 
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会長，全国大会実行委員長，編集委員長，将来計画検討委員 

長，全国大会企画委員長から前回の理事会以降の業務につい

て報告がありました。 

2．2013年度事業報告(案)、2014年度事業計画(案)  

会長から，事業報告と決算について，別紙のように報告され，審

議の結果，承認されました。 

3．2013年度決算(案)、2014年度予算(案)  

会長から，事業計画と予算について，別紙のように報告され，審

議の結果，承認されました。 

4．JADE-WG提案-会則の改訂案・細則制定案  

ワーキンググループから会則の改訂および細則の制定が提案

され，審議の結果，継続審議事項とし，次回の理事会で議決す

ることとしました。  

5．会則の細則(案)  

会長から会則を補足する細則案が提案され，審議の結果，継続

審議事項とし，次回の理事会で議決することとしました。 

6．2014(平成 26)年度定期総会次第(案)  

会長から定期総会の次第が提案され，審議の結果，一部改訂し，

8月 21日の総会での次第とすることとしました。 

7．役員選挙スケジュール(案)  

会長から，2015 年度-2016 年度の役員選挙の実施日程が提案

され，次回の理事会で，選挙管理委員会と推薦者名簿作成委員

会を設置することとしました。 

8．その他 

その他の事項として，1)後援・協賛・共催および情報提供用メー

リングリスト送信の基準，2)学会名称の検討，3)顕彰制度の確

立，4)負債を負った退会となる会員，5)支部会の活性化，6)事業

年度と「期」および理事会回番号，7)委員会ポータルの活用，8)

出版物の提案について審議し，1)，4) および 7)については承認

され，2)，3)，5) および 8)については検討事項として，6)につい

ては継続審議事項とすることとしました。 

【報告事項】 

1．金田前編集委員長への感謝状  

長期間にわたり会誌の編集・発行にご尽力いただいた金田前編

集委員長(現 顧問)に感謝状を贈呈することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

2．支部大会開催予定 

10月 25日(土)に中国・四国支部会支部大会，12月 13日(土)に

九州・沖縄支部会支部大会を開催することが，それぞれの支部

長から報告されました。 

3．その他 

 

総会開催報告 

総会では，以下の点について，それぞれ報告または審議が行わ

れました。会長が議長と議事進行を務めました。定足数の確認に

続き，以下の事項が審議および報告されました。 

【審議事項】 

1．事務局業務の委託 

2014年 1月 6日から事務局業務を(株)国際文献社に委託してい

ることについて報告され，審議の結果，承認されました。 

2．2013(平成 25)年度決算 

別紙に従い，2013 年度の決算について説明され，総会出席者

により承認されました。 

3．2014(平成 26)年度事業計画・収支予算 

別紙に従い，2014 年度の事業計画と予算について報告され，

総会出席者により承認されました。 

【報告事項】 

1．2013(平成 25)年度事業報告 

別紙に従い，2013年度の事業について報告されました。 

2．会則の改訂と細則の制定の検討 

理事会で会則の改訂と会則を補足する細則の制定を検討して

いることが報告されました。 

 

2014(平成 26)年度予算書の修正 

別紙の 2014(平成 26)年度予算書について，部分的な項目の入

れ替えが必要な箇所が生じました。次回の理事会で確認し，次回

の総会で，この点を説明させていただき，ご承認をお願いしたいと

考えています。さらに，修正した予算書に基づいた決算結果につい

てご承認いただきたいと考えております。ご了承くださいますようお

願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

第4回中国・四国支部会支部大会(2014年度) 

中国・四国支部会（鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、

愛媛、高知）の第 4 回大会（2014 年度）を下記のように開催しま

す。 

中国・四国支部会の会員の大会ですが、学会の会員はどなたで

も参加できます。また、会員でない方も発表・参加ができます。なお、

参加費の徴収はありません。 

1. 日時：2014 年 10 月 25 日(土) 13 時 30 分～17 時 15 

分（大会後、情報交換会あり）  

2. 参加申込方法 

個人研究発表の募集 

・申込み締切り：9月 23日（火） 

・採択結果の通知： 9月 30日（火） 

・予稿原稿 締切り：10月 14日（火） 

一般参加者の参加受付け 

・申込み締切：10月 20日(火) 

・情報交換会：当日、参加費（4,000 円）を受付でお支払いくだ

さい。 

いずれも、以下の JADE web ページ掲載のリンクからお申

込みください。 

http://www.jade-web.org/jade/branch/chuugokushikoku.html 

3. 会場：島根大学松江キャンパス  島根県松江市西川津町 

1060  

4. アクセス：JR 松江駅から 

市営バス 北循環線内回り 島根大学前下車（所要時間約１５

分） 

市営バス 島根大学・川津行，一畑バス 美保関ターミナル、

マリンゲートしまね行 島根大学前下車（所要時間約２０分） 

5. 内容： 

(1) 個人研究発表（1 件 20 分[発表 15 分＋質疑 5 分]） 

   

 

 

 

 

 

 

(2) ワークショップ：論文誌への投稿のススメ 

(3) 中国・四国支部会総会 

(4) 情報交換会 

6 .プログラム（予定；研究発表の件数により多少変更の可能性

あり） 

13：00～13：30 受付 

13：30～13：45 開会行事 

13：50～15：30 研究発表 

15：45～17：00 ワークショップ：論文誌への投稿 

のススメ 

17：00～17：15 中国・四国支部会総会 

17：30～19：30 情報交換会 

 

会誌への論文等の投稿について 

会誌『リメディアル教育研究』では，リメディアル教育に関する研

究，教材や教授法の開発と評価，実践の報告などについての原稿

を募集します。 投稿は本会の会員が筆頭者であるものに限ります

(編集委員会が特に認めた場合は，非会員からの論文等を掲載す

ることもあります)。 掲載の採否は，査読審査を経たのち，編集委

員会において決定します。原稿料の支払い，掲載料の徴収はいた

しません。 

 

原稿執筆要項などの改変 

原稿表紙，割付見本（執筆要項）などの投稿に必要なファイルが，

2011年 9月 13日から変更されております。さらに，掲載に至らせる

原稿内容を作成するための一助として，原稿執筆ガイドラインを用

意いたしましたので，ご一読いただければ幸いです。 

詳しくは，http://www.jade-web.org/jade/journal/journal.html をご

覧ください。 
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